
「マンガ orange 舞台探訪A１‐A２
（にほんごいってみよう）自習コース」

－「JFにほんご eラーニング みなと」海外拠点初のオリジナルコース開発－

関山聡之・ルキッラック トリッティマー

１．開発の背景
国際交流基金は、日本語が学べる教室に通うことが困難な学習者や、これから日本語を学び

たいという潜在的な学習者を対象とした「JF e ラーニング総合プロジェクト」を推進してい

る。２０１６年７月より当プロジェクトの一つである日本語学習のためのプラットフォーム「JFに

ほんご eラーニング みなと」（以下「みなと」）（https : //minato-jf.jp）の運用を開始し、数々

のオンラインコースを公開している。２０１７年度以降は多言語化を進め、国際交流基金の海外拠

点でも、オリジナルコースの開発と運用が可能となった。

筆者が所属しているバンコク日本文化センターでは、世界第６位の学習者数を誇るタイの日

本語学習者（国際交流基金 ２０１７）が興味を持って利用できるようなオリジナルの自習コース

の開発と運用を前提として、どのような内容のコースが当地の学習者に相応しいかを模索し、

２０１８年３月より「マンガ orange 舞台探訪A１‐A２（にほんごいってみよう）自習コース」の運

用を開始した。これは、国際交流基金の海外拠点としては初のオリジナルコース開発の試みで

ある。

２．開発の方針
本コースを開発するにあたり、①全ての日本語学習希望者に受講機会を与える「自習コース」

であること、②自学自習が継続できる内容であること、③実際の日本語使用場面をイメージし

ながら練習ができる内容であることの３つを開発の方針とした。これらを方針とした理由は以

下のとおりである。

① 全ての日本語学習希望者に受講機会を与える「自習コース」であること

「みなと」上に開発できるコースタイプには、「自習コース」と「教師サポート付きコース」

がある。「自習コース」はいつでも受講が開始でき、受講期間の中で自分のペースで学ぶこと

ができる完全自学自習コースであり、「教師サポート付きコース」は「自習コース」に教師に

よるサポートが付いた定員制のコースで、「みなと」上で受講申し込みを行い、抽選後、選ば

れた受講者が決められたスケジュールに沿って学びを進めるものである（千葉ほか ２０１８）。「み
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なと」が地理的、時間的制約等により、日本語の教室に通うことができない学習者やこれから

日本語学習を始めたいという人を主な対象としている（武田ほか ２０１７）ことから、本コース

は、申し込んだ全ての人々に受講の門戸を開くことが可能な「自習コース」とした。

② 自学自習が継続できる内容であること

オンラインでの学習は、簡単に始められるという長所がある反面、やめるのも簡単で、継続

するのが難しいという特徴を併せ持っている（武田ほか ２０１７）ため、オーセンティックな素

材を利用して、受講者が飽きずに自学自習を継続できる内容のコースとすることを目標とした。

③ 実際の日本語使用場面をイメージしながら練習ができる内容であること

２０１２年度の「日本語教育機関調査」（国際交流基金 ２０１３）では、タイ人の日本語学習目的と

して「日本語でのコミュニケーション」が上位にランクインした（１）。そのため、本コースで学

習したことを実際の場面で使えるような練習を取り入れ、日本語で「できる」を実感しながら

学習が進められるものを目指した。

３．オリジナルコースの概要
３．１ コンセプト

３つの開発の方針を踏まえ、本コースのコンテンツのコンセプトについて考察した。

オンラインコースが持つ「継続するのが難しい」という短所を補うには、受講者の興味を惹

きつけ、飽きさせないコンテンツをコースに取り入れることが必要である。そこで、本コース

はコンテンツのコンセプトについて、タイ人の日本語学習目的（国際交流基金「日本語教育 国・

地域別情報 タイ（２０１６年度）」）から検討した。その目的の上位にある「アニメ・マンガ」、「旅

行」、「日本語でのコミュニケーション」というキーワードと、さらに「旅行」のスタイルか

ら「写真」というキーワードを結び付けた。このような経緯で、コンテンツのコンセプトを①

マンガの舞台探訪、②写真撮影、③日本語でのコミュニケーションの３つとした。

① マンガの舞台探訪

さきのタイ人の日本語学習目的では、「マンガ・アニメ・J-POP等が好きだから」「旅行」

が上位にランクインしており、マンガの舞台探訪というコンセプトが開発方針②の「自学自習

が継続できる内容」に相応しいと判断した。

また、その舞台の地としては、「長野県松本市」とした。「DBJ・JTBF アジア・欧米豪

訪日外国人旅行者の意向調査（平成２８年版）」（日本政策投資銀行・日本交通公社）によると、

「行ってみたい日本の観光地のイメージ」という項目で、タイ人訪日客が挙げたのが「富士山」

「桜」「温泉」「日本的な街並み」「城」「紅葉」「雪景色」であり、松本が持っている観光資源

と重なる点が多かったためである。

マンガには、『orange』（高野苺／双葉社）を選んだ。松本を舞台にしたマンガの中で、タ
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イ語版がタイ国内で販売されており（２）、松本市観光案内所等で、『orange』舞台探訪用の地図（３）

を入手できるためである。マンガ『orange』のジャンル、登場人物、あらすじについては、表

１にまとめる。

表１ マンガ『orange』の概要（「高野苺「orange」特設サイト」より）
ジャンル 青春SFラブストーリー

登場人物
たかみや な ほ

高宮菜穂…控えめな性格で、自分よりも他人の幸せを優先してしまう。
かける

転校生の翔に恋をする。
なる せ かける

成瀬 翔…東京からの転校生。母親の自殺が原因で心に闇を抱えている。
１０年後にはいないと手紙に書かれている。

あらすじ 高校二年生の春、菜穂の元に１０年後の自分から１通の手紙が届いた。そこには、これから
起こる未来の出来事と、自分とは同じ「後悔」を繰り返さないためにとるべき行動が書か
れていた。初めはイタズラかと思ったが、書かれている事が次々と起こるので次第に手紙
を信じるようになっていく菜穂。そしてこの手紙の目的が、同級生の翔を事故死から救う
ためだと知り、菜穂は翔を失わないために、自分を変えて未来を変えようと努力していく。

② 写真撮影

旅先から旅行体験と「写真・画像」をSNSで発信するタイ人旅行者が多く、旅行の情報源

としてSNSの情報を頼りにする傾向があるため（４）、コンテンツのコンセプト①マンガの舞台

探訪と合わせて写真撮影のコーナーを作成することで、受講者の興味を惹きやすくなるのでは

ないかと考えた。

③ 日本語でのコミュニケーション

「２．開発の方針」で触れたとおり、タイ人の日本語学習目的で「日本語でのコミュニケーシ

ョン」が上位にランクインしているため、開発方針③の「実際の日本語使用場面をイメージし

ながら練習ができる内容」として、動画を使ってインタラクティブに日本語学習ができること

を目指した。

３．２ コンテンツとストーリー

本コースは１６ステップのコンテンツで構成されている。

ステップ１の「Introduction」では、本コースのコンセプトや学習方法などについて説明して

いる。ステップ２から１５までは、３．１で述べた３つのコンセプト（①マンガの舞台探訪、②写真

撮影、③日本語でのコミュニケーション）を踏まえた「ストーリー」の展開中に出てくる「日

本語使用場面」に基づいて分けた７つの「STAGE」と、各STAGEで学習した日本語やスト

ーリーにまつわる問題を載せた「STAGE QUIZ」である。「STAGE１」の次に「STAGE１QUIZ」、
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「STAGE２」の次に「STAGE２QUIZ」というように、ステップ１５まで交互に続く。最後の

ステップ１６は、修了者がアンケートに回答する「Questionnaire」である。以下、詳細を述べ

る。

Introduction（ステップ１）と STAGE１～７（ステップ２、４、６、８、１０、１２、１４）は動画から

なる。受講者は動画による自動的な進行に沿って学習を進める。ただ、文字を読み進めなけれ

ばならない箇所や、発話するように意図した箇所では、数秒間のポーズを確保し、受講者の学

習を妨げないような工夫をしている。

STAGE１～７の「ストーリー」は、キャラクター（図１）がやり

とりしながら、マンガ『orange』に出てくる松本の場所を写真を撮

って巡り、道中、日本語を使用する場面に遭遇するというものにし

た。このキャラクターには、「熊（くまたん）」と「うさぎ（うさみ

ちゃん）」のイラスト素材（５）を使用している。「タイ人のライフスタ

イルと海外旅行調査」（JTB総合研究所）によると、タイ人訪日客

のよく旅行に一緒にでかける同行者は、順に「友人との旅行」

（４２．８％）、「夫婦・カップルのみの旅行」（４２．２％）であることから、キャラクターの関係性

については、友人ともカップルともとれる設定としている。

このストーリーの展開の中で、マンガに出てくる場所で写真を撮るという場面では「orange

写真をとろう！」、道中で日本語使用場面に遭遇する場面では「NIHON-GO Survival」という

コーナーを挿入した。また、各STAGEのストーリー上に出てくる場所等に関する情報（タ

イ語・英語）を松本市公式観光情報ポータルサイト「新まつもと物語」（https : //visitmatsumoto.

com/）の URLと QRコードを付けて紹介する「Tourist Spot Links」というコーナーも、適

宜コンテンツ内に組み入れた。

STAGE１～７のQUIZ（ステップ３、５、

７、９、１１、１３、１５）では、タイ語と一部

アルファベット、数字表記による多肢選

択式の設問を作成した。また、画像を埋

め込んだ設問もある。図２は、その一例

である。

最後のQuestionnaire（ステップ１６）

では、今後、開発するコースのテーマを決める上で参考とするために、タイ人の興味があるも

のについて問う設問（複数回答可）を載せた。

以下、表２には、各ステップのコンテンツと各STAGEのストーリーの概要、構成するコー

ナーとその概要についてまとめる。

図１ キャラクター

図２ 「STAGE QUIZ」の一例（STAGE３より）
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表２ 各ステップの構成と概要
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３．３ 学習シナリオの例

ここではストーリーとコーナーがどのように組み合わさり、どのようなタイミングでアニメ

ーションの切替となるのか、受講者がどのように学習するのかについて、３つのコーナーを１つ

ずつ組み入れているSTAGE６を例として表３に紹介する。
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表３ STAGE６のストーリーとコーナーの組み合わせおよび学習シナリオ

「マンガ orange 舞台探訪A１‐A２（にほんごいってみよう）自習コース」

－109－



４．運用状況と修了者による評価
本コースは、２０１８年３月３０日から受講受付を開始し、２０１８年１０月３１日現在、受講者は２２６名、

修了者は４８名、修了率は約２１．２％である。

受講者２２６名の内訳は、住んでいる国・地域でみると、タイは１７０名であった。次いで、日本

が２１名、台湾とマレーシアが５名と続く。その他、南米、ヨーロッパ諸国からの受講もあった。

また、年代別に見てみると、２０００年以降に生まれた受講者は４４名、１９９０年代に生まれた受講者
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は５２名、１９８０年代も５２名、１９７０年代以前は４２名、不明が３６名だった。各年代別の受講者数に大

きな差異はなかった。

修了者４８名の内訳は、住んでいる国・地域でみると、タイが４３名でほとんどを占めた。その

うち２４名が２０００年以降に生まれた受講者であった。

また、ステップ１～１５で学習した後、ステップ１６の「Questionnaire」に、この４８名が回答し

た（表４）。「コースの満足度」については、「とても満足」が３０名、「まあ満足」が１６名、「ど

ちらともいえない」が２名であった。コースのコンセプトに掲げた「マンガの舞台探訪」や、

「日本語でのコミュニケーション」に加え、キャラクターや写真といった素材も高い評価を得

た。一方で、日本語音声の速度や、BGMの音量に対して改善を求めるコメントも見られた。

なお、今後、開発するコースのテーマを決める上で参考とする目的で設定した「日本の何に

興味があるか」との問いに対しては、「歴史遺産」、「自然」、「和食」を選択した人が多かっ

た。自由回答欄には、「タイ人がまだ行っていないようなところを取り上げてほしい」、「文

化、生活、食などについても知りたい」というコメントがあった。

表４ ステップ１６「Questionnaire」の質問項目と修了者からの評価

５．今後の展望
本コースの受付期間が終わり、受講者総数や修了者数、修了者からの評価が得られた。表４

のQ２のコメントからは、「自学自習が継続できる内容」と「実際の日本語使用場面をイメー
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ジしながら練習ができる内容」という開発方針のために工夫したことが受講者に受け入れられ

たと感じ取っている。しかし、未修了者が８０％近く出たというのも事実であり、コースの改善

への検討は免れない。

まず、今後も一定の受講者を獲得しながら、本コースを継続的に運営していくには、「みな

と」の新規登録者（７）を増やすことが必要だと考えている。中等教育をはじめとする日本語教育

の現場で「みなと」のコースを活用することで、教師と学習者双方にメリットが生じるような

アイデアを提案し続けていきたい。

〔注〕
（１）国際交流基金（２０１３）において、タイ人の日本語学習目的は「日本語そのものへの興味」（９２．７％）、「日
本語でのコミュニケーション」（８０．９％）、「マンガ・アニメ・J-POP等が好きだから」（７４．８％）であ
った。

（２）タイの出版社「BONGKOCH COMICS」より、タイ語の翻訳出版がされている。
（３）「orange 松本 Location MAP」（制作：松本観光コンベンション協会）
（４）「タイ人のライフスタイルと海外旅行調査」（JTB総合研究所）によると、タイ人旅行者が旅行体験を
旅先から発信する発信形態は「写真・画像」が９７．２％。旅行の情報源は、「SNSの投稿」（５６．７％）が
「ポータルサイトで検索」（６１．９％）、「友人や家族の体験談」（５８．５％）に次いで３位である。「いいね」
をしたくなる投稿は、順に「旅行先の風景や食べ物の写真」（男性８６．０％／女性７７．９％）、「友人の旅行
先での体験シーン」（男性６２．４％／女性６３．１％）である。

（５）無料イラスト素材サイト「イラストAC」に登録しているイラストレーター「ふらっぺ１０２８」様より、
利用と加工の許可を得ている。

（６）松本市のマスコットキャラクター「アルプちゃん」は、松本市より使用の許可を得ている。
（７）２０１８年１０月終了時点で、タイ国内の「みなと」登録者は２，３１３人。
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